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図図 11 泥しょう状態のとこなめ食器土 
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近年に普及の進んでいる食器洗浄機での常滑焼製品の使用を見込んで、化粧掛け炻器 (せっ器 )を作製し、

JIS 規格に基づいた耐久性評価を実施した。「業務用食器洗浄機の繰り返し使用を模擬した浸せき方法」

(JIS S 2403)により浸せきを実施したが、その前後において供試体表面の色合いに変化は見られず、洗浄

に対する化学的耐久性を実証できた。

また、業務用食器洗浄機を用いて 500 回の繰り返し洗浄を実施したが、供試体の洗浄前後の重量変化は

0.0%で外観の異常も認められず、実機を用いた耐久性も併せて実証できた。

 
11..  ははじじめめにに

近年、家庭や調理場において、家事の負担軽減、作業

効率化等の観点から食器洗浄機の普及が進んでいる。国

内の家庭での普及率は上昇傾向にあり、30%強に達して

いる 1)。

陶磁器製品は、アルカリ性洗剤を使用して加温洗浄す

る食器洗浄機使用時の化学的作用によって、ケイ酸塩ガ

ラスからなる釉薬が侵食されて艶や光沢を失い、また上

絵具が変色する点に課題がある 2)。

2020 年には日本産業規格の中に、「ボーンチャイナ

製食器の洗浄に対する化学的耐久性試験方法」(JIS S 
2403)が制定され、一部の陶磁器製品について食器洗浄

機への対応が進んでいる。

常滑焼産地では、朱泥急須に代表される茶器の製造が

盛んであるが、これらの製品は炻器質であり、磁器質と

比較して吸水性を有する場合があり、乾燥後に食品や洗

剤の匂いが残ることが懸念される。

既報において、化粧土(チャラ)掛けにより炻器の吸水

率の低下及び実際の食器洗浄機における耐久性を実証で

きた 3)が、アルカリ性洗剤を使用することによる表面色

の耐久性は未だに実証されていない。

本研究では、チャラ掛け炻器の洗浄に対する化学的耐

久性について実証し、それをより実用的な形状に適用し

て実際の食器洗浄機での使用に耐えうるか検討した。 
 

22..  実実験験方方法法
22..11 チチャャララ掛掛けけ炻炻器器のの作作製製方方法法

チャラ掛け炻器作製に当たり「とこなめ食器土」を素

地土として選定した。過去に当試験場で開発されたこの

素地土は、細工が容易で器つくりに最適である 4)。

乾燥させた上記素地土 1kg に対して水 450g と水ガラ

ス 3g を加えて泥しょう状態とした(図図 11)。

この泥しょうを石膏型に流し込んで、鋳込み法により

皿形状の成形体を得た(図図 22)。なお、泥しょうが石膏型

全体に行きわたるように圧力鋳込み法を用いた。圧力鋳

込み法では石膏型からの離型性が悪く、抜型時に成形体

に割れが発生してしまうため、離型剤としてタルク(滑
石)を石膏型の内側にまぶした後に泥しょうを流し込ん

だ。3 時間程度経過した後の抜型時には、コンプレッサ

ーを使用して圧縮空気を送り込んだ。
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表面積

(cm2)
浸せき液の量

(L)
比率

(cm2/L)

190 1.2 158(<260) 

 

表表 11 皿形状供試体の表面積と浸せき液の量 

図図 44 皿形状供試体の浸せき中の様子 

図図 33 液体状のチャラ(上)とチャラ掛けした素焼き 
体(下) 

図図 22 皿に使用した石膏型(上)と得られた成形体(下) 

成形体を室温で乾燥後、チャラ掛けした際の型くずれ

を防ぐ目的で素焼きし(800℃)、その上で専用のハサミ

を用いてチャラを掛け(図図 33)、1120℃で本焼成した。

 

22..22 チチャャララ掛掛けけ炻炻器器のの洗洗浄浄にに対対すするる化化学学的的耐耐久久性性評評価価  

作製した皿の洗浄に対する化学的耐久性を、日本産業

規格の「ボーンチャイナ製食器の洗浄に対する化学的耐

久性試験方法」(JIS S 2403)に基づき実施した。

具体的には、まず、供試体の表面を食器用中性洗剤で

手洗いして乾かした。次に、高密度ポリエチレン製の容

器中に試験溶液(水酸化ナトリウム 15wt%、ニトリロ酸

三酢酸三ナトリウム水和物 15wt%、水 70wt%の混合物

を水で質量比 0.4%に希釈したもの)と共に入れ、75℃に

保った水槽で 16 時間浸せき劣化させた(図図 44)。

なお、浸せき試験液の量について、供試体の表面積と

の比率が 260cm2/L以下となる十分な量を準備した(表表 11)。

ここで、皿の表面積の見積もりには、JIS S 2401 に

基づきミリ方眼紙上に容器を伏せて、その縁に沿って輪

郭を描いて得られる見掛け表面積を採用した。

浸せき前後の表面色の測定は、ハンディ型のマンセ

ル値測定器(日本電色工業(株)製、NR-12HVC)を用いた。

22..33  チチャャララ掛掛けけ炻炻器器のの食食器器洗洗浄浄機機ででのの耐耐久久性性評評価価
皿の実機での耐久性実証の指標として、「業務用食器

洗浄機による 500 回の繰り返し洗浄に耐えうること 5)」

を採用した。
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洗浄前 洗浄後

乾燥重量(g) 40.79 40.81 

 

表表 44 皿形状供試体の洗浄前後での重量変化 

浸せき前 浸せき後

色相 7.6YR 7.3YR 

明度 7.8 7.9 

彩度 3.9 3.7 

 

表表 33 浸せき前後の化粧掛け炻器の表面色 

図図 77 ティーカップの食洗機専用ラックへの設置 

図図 66 ティーカップ作製に使用した石膏型 

洗浄時間 60 sec 

液体洗剤の量 3.0 ml 

液体リンスの量 0.3 ml 

 

表表 22 食洗機の洗浄条件(1 回当たり) 

図図 55 皿の食洗機専用ラックへの設置 

作製した供試体を業務用食器洗浄機(フクシマガリレ

イ株式会社製、U50)の専用ラックに設置して(図図 55)、表表  

22 の条件で 500 回繰り返し洗浄を行い、その前後におけ

る重量を測定し、また外観等に異常がないか観察した。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

22..44  テティィーーカカッッププ形形状状のの供供試試体体作作製製とと耐耐久久性性評評価価  

形状の異なる供試体として、ティーカップを作製した。

作製に当たっては、カップ本体と取手部分が別になった

石膏型(図図 66)を用いて成形し、皿と同様に 800℃で素焼

きした上でチャラ掛けをし、1120℃で本焼成した。 

得られたティーカップの耐久性について、2.3 項に記

載の方法で評価を行った(図図 77)。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 
 
 

  
33..  実実験験結結果果及及びび考考察察

33..11  皿皿形形状状供供試試体体のの耐耐久久性性  
作製した皿の形状は、高台の直径が 4cm、上面の直

径 11cm、高台部からの高さが 1cm であった。 
これを供試体とした浸せきの前後において、表面色は

ほとんど変化しなかった(表表 33)。
 
 
 
 
 
 
 
 

また、繰り返し洗浄試験前後における重量変化は

0.0%(表表 44)であり、また外観に特段異常は見られなかっ

た。

以上より皿形状の供試体は、洗浄に対する十分な化学

的耐久性を示し、併せて実際の食器洗浄機使用における

耐久性も実証できた。

33..22  テティィーーカカッッププ形形状状供供試試体体のの耐耐久久性性    
作製したティーカップの形状は、高台部の直径が

4.8cm、反対の開口部が外径 7.5cm、内径 6cm、高台か

らの高さが 7cm であった。皿と違い、形状が複雑で表

面積の見積もりが困難であるため、実機による耐久性評

価のみを実施した。 
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図図 88 厚掛けによりチャラが剥離したティーカップ 

洗浄前 洗浄後

乾燥重量(g) 177.98 178.17 

 

表表 55 ティーカップ供試体の洗浄前後での重量変化 

500 回の繰り返し洗浄の前後において、重量の変化は

＋0.1%であった(表表 55)。 
 
 
 
 
 
 

洗浄後に重量が増えた要因として、チャラの剥離が起

き、むき出しとなった素地の表面の凹凸に洗浄時の付着

物が残存したことが考えられる(図図 88)。 
剥離が起きた原因として、チャラが厚く掛り過ぎると

焼成後に剥離が起きることが知られている。今回は、時

間の経過により水分が蒸発し、チャラの濃度が高くなっ

た可能性があるので、素焼きの後のチャラ掛け時に水分

量に注意する必要があった。 
しかしながら、それ以外に目立った外観の変化は生じ

ておらず、ティーカップは実際の食器洗浄機使用におけ

る充分な耐久性を示した。 
以上より、複雑な形状を有するチャラ掛け炻器につい

ても、食器洗浄機に対する耐久性を実証できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

44..  結結びび  

本研究の結果は、以下のとおりである。 
(1) 近年家庭や調理場において普及が進んでいる食器洗

浄機での常滑焼の使用を見込んで、チャラ掛けによ

って吸水性を抑えた直径 11cm で高さが 1cm の皿を

作製した。これを供試体として、「ボーンチャイナ

製食器の洗浄に対する化学的耐久性試験方法」(JIS 
S 2403)に基づく浸せきを実施したが、その前後に

おいて、化粧掛け炻器表面の色合いに変化はなかっ

た。また、業務用食器洗浄機による 500 回の繰り返

し洗浄前後における重量の変化は 0.0%であり、実

際の食器洗浄機使用における耐久性も実証できた。

(2) 形状の異なる供試体として、取手付きのティーカッ

プを作製した。業務用食器洗浄機による 500 回の繰

り返し洗浄を行ったが、その前後において、重量の

変化は僅か+0.1%で、目立った外観の異常も認めら

れなかった。複雑な形状を有する化粧掛け炻器供試

体においても、実際の食器洗浄機使用における耐久

性を実証できた。
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